
ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point

　小・中高生がボランティア活動や地域活動を行った時に、「ふれあいボランティア活動
カード」に押印をもらい、ポイントをためていく活動です。

香月小学校  6 年

井
いのうえ

上 雅
ま こ

子さん

尾野見小学校 ２年

有
ありかわ

川  葵
あおい

さん

田之浦小学校 5 年

西
にしうら

浦 陽
ひ な た

向さん

田之浦小学校 1 年

梅
うめざわ

沢 土
つ く し

筆さん

尾野見小学校 ２年

新
しんむら

村 敦
あ つ と

翔さん

田之浦小学校 6 年

尾
お ぞ の

園 采
あ や み

瞳さん

志布志小学校 5 年

相
あいかわ

川 詩
し お ん

音さん

田之浦小学校 5 年

西
にし

  晟
あ き ら

晶さん

田之浦小学校 2 年

山
やまなか

中 徠
ら む

夢さん

田之浦小学校 5 年

川
かわごえ

越 陽
ひ な た

汰さん

田之浦小学校 １年

辻
つじ

 新
し ん じ ろ う

次郎さん

志布志小学校 4 年

相
あいかわ

川 琉
る な

菜さん

田之浦小学校 4 年

梅
うめざわ

沢 康
こ う た

太さん

田之浦小学校 5 年

福
ふ く だ

田 龍
りゅうき

樹さん

田之浦小学校 4 年

上
うえやま

山 日
ひ な た

向さん

田之浦小学校 5 年

西
に し だ

田 一
か ず と

翔さん

潤ケ野小学校 ５年

中
なかしま

島 嘉
か こ

子さん

有明小学校 ５年

平
ひ ら い

井 優
ゆうしん

心さん

田之浦小学校 1 年

東
あずま

 咲
さ き

希さん

田之浦小学校 4 年

川
か わ の

野 莉
り あ

愛さん

田之浦小学校 2 年

西
に し だ

田 謙
け ん と

斗さん

田之浦小学校 3 年

辻
つじ

 佑
ゆ う た ろ う

太郎さん

潤ケ野小学校 6 年

中
なかしま

島 璃
り こ

子さん

有明小学校 ４年

上
かみむら

村 優
ゆ う な

奈さん

田之浦小学校 2 年

川
か わ の

野 歩
あ れ ん

蓮さん

田之浦小学校 2 年

川
かわごえ

越 陽
は る き

希さん

潤ケ野小学校 2 年

坂
さかうえ

上 琥
こ は く

珀さん

田之浦小学校 5 年

野
の だ

田 ひかりさん

潤ケ野小学校 6 年

福
ふくどめ

留 遥
は る と

澄さん

通山小学校 ３年

徳
と く だ

田 暖
は る と

斗さん

田之浦小学校 2 年

北
きたいのうえ

井上 誠
せいた

太さん

田之浦小学校 1 年

西
にし

  麗
う ら ら

晶さん

潤ケ野小学校 5 年

赤
あかまつ

松 美
み き

希さん

田之浦小学校 6 年

辻
つじ

  春
は る の

乃さん

志布志中学校 2 年

井
いのうえ

上 佳
か こ

子さん

10
ポ
イ
ン
ト

20
ポ
イ
ン
ト

20
ポ
イ
ン
ト

20
ポ
イ
ン
ト

30
ポ
イ
ン
ト

☆
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
☆

☆
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
☆

☆
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
☆

☆
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
☆

☆
パ
ー
ル
ク
ラ
ス
☆

達
成
お
め
で
と
う
！

達
成
お
め
で
と
う
！

達
成
お
め
で
と
う
！

達
成
お
め
で
と
う
！

達
成
お
め
で
と
う
！

40
ポ
イ
ン
ト

☆
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ス
☆

達
成
お
め
で
と
う
！

達成おめでとう！
60ポイントふれあいボランティア活動

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
達
成
時
の
学

年
で
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

達人
クラス

志布志市社会福祉協議会　第８２号
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社協シンボルマーク



　

近
年
、
わ
が
国
は
、
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
、
更
な
る
高
齢
化
の

進
行
と
と
も
に
、
少
子
化
に
よ
る

急
激
な
人
口
減
少
社
会
へ
の
移
行

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
で
は
、
核
家

族
化
の
進
行
、
地
域
住
民
同
士
の

関
係
の
希
薄
化
を
背
景
と
し
た
子

育
て
家
庭
や
高
齢
者
等
が
孤
立
す

る
状
況
や
児
童
、
障
が
い
の
あ
る

人
へ
の
虐
待
問
題
に
加
え
、
高
齢

者
の
親
と
収
入
が
な
く
引
き
こ
も

り
の
子
ど
も
と
の
同
居
、
介
護
と

育
児
に
同
時
に
直
面
す
る
世
帯
、

複
合
的
な
問
題
を
抱
え
た
生
活
困

窮
者
等
、
新
た
な
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
に

お
い
て
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
包
括
的
な
支
援
体
制

（
地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
等
）
を

構
築
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
、

事
業
者
、
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
行
政
機
関
等
す
べ
て
の
市
民

が
地
域
の
一
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
も
と
、
連
携
し
、
支
え

あ
っ
て
い
く
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
は
、

こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
協
議
会
が
取

り
組
ん
で
き
た
住
民
相
互
の
支
え

合
い
・
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
に
重
な
る
も
の
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
使
命
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
法
人
理
念
で
あ
り
ま
す
「
共

に
さ
さ
え
あ
い　

笑
が
お
で
暮
ら

せ
る
地
域
を
め
ざ
し
て
」
の
実
現

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

展
開
を
振
り
返
り
な
が
ら
見
直
し

を
行
い
、
小
地
域
に
お
け
る
住
民

主
体
に
よ
る
福
祉
活
動
の
推
進
と

支
援
、
総
合
相
談
・
生
活
支
援
体

制
の
整
備
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
更
に
は
、
地
域
住
民
、

事
業
者
、
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
行
政
機
関
等
す
べ
て
の
市
民

の
協
働
に
よ
り
地
域
福
祉
の
推
進

に
取
り
組
む
た
め
の
指
針
と
し
て
、

平
成
30
年
度
に
一
体
的
に
策
定
し

た
「
第
２
期
志
布
志
市
地
域
福
祉

計
画
（
行
政
計
画
）・
地
域
福
祉
活

動
計
画
（
社
会
福
祉
協
議
会
計
画
）

を
中
期
的
な
土
台
と
し
て
、
令
和

２
年
度
は
次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、

各
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❶ 

法
人
運
営
の
基
盤
強
化

❷ �

地
域
福
祉
の
推
進

❸ �

介
護
保
険
事
業
・
障
害
者

総
合
支
援
事
業
の
取
り
組

み
❹ �

財
政
基
盤
の
確
立

令和２年度事業計画
『共にささえあい  笑がおで暮らせる地域をめざして』

令和２年度の一般・公益事業会計予算

重
点
目
標

収 入
２５０，８４１千円
（単位：千円）

支 出
２５０，８４１千円
（単位：千円）

（2）ささえあい2020.6 ■

事業費
33,233千円
13.25%

予備費
1,000千円
0.40%

当期末
支払資金残高
31,181千円
12.43%

その他の活動
6,864千円
2.74%

負担金
92千円
0.04%

助成金
2,410千円
0.96%

事務費
12,645千円

5.04%

会費
2,450千円
0.98%

寄附金
2,621千円
1.04%

事業収入
8,653千円　3.45%

貸付事業
200千円
0.08%

負担金
4,815千円
1.92%

前期未支払資金残高
33,197千円
13.23%

その他の収入
330千円
0.13%

障害福祉
サービス等事業
24,444千円

9.74%

受取利息
70千円
0.03%

共同募金
配分金事業費
5,694千円
2.27%

貸付事業支出
200千円
0.08%

人件費
157,522千円

62.80%

経常経費補助金
65,082千円
25.95%

介護保険事業
64,596千円
25.75%

受託金
44,383千円
17.69%



１　
法
人
全
体
の
運
営

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
福
祉
推
進

委
員
会
は
、
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方

針
第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
と
り
ま
と

め
、
強
化
す
べ
き
行
動
に
も
と
づ
く
事
業
活

動
を
具
体
化
す
る
た
め
、
社
協
へ
の
期
待
と

取
り
巻
く
環
境
を
適
切
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
社
協
役
職
員
の
共
通
理
解
、
職
員
育
成

の
体
制
づ
く
り
、
活
動
財
源
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◦�

社
協
役
職
員
の
共
通
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、

組
織
の
使
命
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
め
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
役
職
員
が
共
通
理
解
を

も
て
る
よ
う
実
践
し
ま
す
。

◦�

職
員
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
働
き
や
す
く

や
り
が
い
の
感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
研
修
や
広

範
囲
に
な
っ
て
い
く
福
祉
事
業
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
資
格
取
得
等
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
機
会
等
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

◦�

活
動
財
源
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
公
的

財
源
の
ほ
か
、
地
域
住
民
に
対
し
て
解
決

が
必
要
と
な
る
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
理

解
と
共
感
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
参
加
と

寄
付
の
循
環
を
作
り
だ
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

◦�

人
事
評
価
制
度
は
、
本
年
度
試
行
的
に
実

施
し
、
職
員
個
々
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

◦�

衛
生
委
員
会
を
充
実
し
、
健
康
管
理
等
福

利
厚
生
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◦�

健
全
・
明
朗
な
透
明
性
の
あ
る
法
人
会
計

に
努
め
ま
す
。

２　
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会
の
開
催

◦�

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
沿
っ
て
、
高

い
公
共
性
・
非
営
利
性
を
保
持
し
、
適
正

な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
引
き
続
き
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◦�

本
会
を
運
営
す
る
重
要
な
案
件
は
、
そ
の

都
度
理
事
会
・
評
議
員
会
で
の
審
議
や
監

事
会
に
よ
る
監
査
等
を
実
施
し
、
そ
の
状

況
を
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開

し
、
経
営
の
透
明
性
に
努
め
ま
す
。

３　
本
所
・
支
所
施
設
の
管
理
運
営

◦�

指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
と
の
協

定
締
結
に
よ
り
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

拠
点
と
な
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所

と
し
て
、
地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
適
正
な
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４　
社
会
福
祉
協
議
会
会
費
の
効
率
的
運
用

◦�

本
会
の
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

い
た
市
民
、
団
体
、
法
人
等
の
会
員
加
入

促
進
を
図
り
、
会
費
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
効
果
的
に
運

用
し
、
事
業
実
績
、
費
用
対
効
果
等
情
報

公
開
し
て
い
き
ま
す
。

１　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

◦�

志
布
志
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
沿
っ
た

事
業
の
推
進

◦�

地
区
（
校
区
）
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
地
区
（
校
区
）
社
協
」
と
い
う
）
の
基
盤

づ
く
り
支
援

◦�

見
守
り
活
動
（
近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
）
の
推
進

◦�
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
推
進

◦�
広
報
活
動
の
充
実

◦�
志
の
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
の
開
催

◦�

福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

◦�

総
合
相
談
窓
口
（
何
で
も
相
談
窓
口
）

◦�

地
域
公
益
事
業
の
促
進

◦�

新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
企
画

２　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

◦�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

◦�

広
報
活
動
の
充
実

◦�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
支
援
と
福
祉
教
育
の
推
進

◦�

団
体
活
動
支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進

◦�

防
災
・
災
害
救
援
体
制
の
確
立

３　
共
同
募
金
運
動
の
推
進

◦�

志
布
志
市
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営
と
業

務
推
進

◦�

一
般
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分

金
事
業
の
実
施

◦�

共
同
募
金
運
動
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

の
実
施

◦�

共
同
募
金
各
種
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

◦�

風
水
害
、
火
災
等
の
罹
災
者
へ
の
迅
速
な

見
舞
い
、
援
護
の
実
施

４　
日
本
赤
十
字
社
事
業
へ
の
協
力

◦�

日
本
赤
十
字
社
会
費
増
強
運
動
月
間
の
推

進
（
５
月
）

◦�

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
志
布
志
市

地
区
の
業
務
推
進

◦�

災
害
時
の
迅
速
、
適
切
な
救
援
活
動
、
救

援
物
資
の
配
布
・
常
設
展
示
の
実
施

◦�

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
の
実
施
（
各
町
実
施
）

◦�

地
域
活
動
に
伴
う
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
の

支
援

５　
福
祉
団
体
へ
の
支
援

◦�

各
福
祉
団
体
と
の
連
携
、
協
力
支
援

◦�

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
く
地
域
活
動

事
業
の
推
進
と
連
携

１　
身
近
な
相
談
支
援
・
相
談
窓
口
の
充
実

◦�

地
域
住
民
の
様
々
な
生
活
上
の
問
題
に
対

し
て
相
談
に
応
じ
、
専
門
機
関
等
へ
の
橋

渡
し
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
相
談
支
援
機
関
の
連
携
を
強
化

し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
問
題
解
決

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◦�

見
守
り
活
動
に
よ
る
身
近
な
地
域
で
の
相

談
支
援
の
充
実

◦�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
受
付
、
解
決
窓
口
の

開
設
、
第
三
者
委
員
に
よ
る
苦
情
解
決
体

制
の
充
実

◦�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
障
が
い
者
支
援
事

業
、
高
齢
者
等
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
よ
る
相
談
窓
口
の
充
実

２　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
事
業
の
推
進

◦�

利
用
者
の
自
立
支
援
に
向
け
た
関
係
機
関
、

事
業
所
と
の
連
携

◦�

利
用
支
援
員
の
確
保
、
専
門
員
・
支
援
員

の
連
携
、
研
修
会
へ
の
参
加
等
に
よ
る
質

の
向
上

３　
各
種
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

◦�
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

◦�
法
外
援
護
資
金
貸
付
事
業
の
実
施
（
小
口

資
金
貸
付
事
業
）

◦�

生
活
福
祉
資
金
調
査
委
員
会
の
開
催

◦�

生
活
福
祉
資
金
及
び
法
外
援
護
資
金
償
還

督
励
の
実
施

◦�

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
利
用
者
と
自
立
相

談
支
援
事
業
と
の
連
携

４　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み

◦�

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実

◦�

地
域
資
源
活
用

１　
高
齢
者
支
援
事
業
の
推
進

◦�

敬
老
訪
問
の
実
施

◦�

歳
末
そ
ば
等
の
宅
配
事
業
の
実
施
・
支
援

２　
在
宅
支
援
事
業
の
推
進

◦�

さ
さ
え
あ
い
事
業
（
市
社
協
独
自
事
業
の

身
体
介
護
・
生
活
援
助
事
業
）
の
実
施

◦�

家
族
介
護
者
相
互
交
流
事
業
の
開
催

◦�

福
祉
機
器
（
特
殊
寝
台
、
車
椅
子
等
）
貸

与
事
業
の
実
施

◦�

志
布
志
市
通
年
型
短
期
集
中
予
防
事
業（
二

次
予
防
）
の
実
施

３　
障
が
い
者
支
援
事
業
の
推
進

◦�

障
害
者
総
合
支
援
事
業
の
実
施

◦�

身
近
な
相
談
支
援
・
相
談
窓
口
と
し
て
の

充
実

◦�

障
が
い
者
サ
ロ
ン
運
営
の
支
援

◦�

そ
お
地
区
自
立
支
援
協
議
会
と
の
連
携

４　

�

食
の
自
立
支
援
事
業
（
高
齢
者
等
訪
問
給

食
サ
ー
ビ
ス
）

◦�

調
理
・
配
食
体
制
の
整
備
に
よ
り
利
用
者

に
安
心
、
安
全
な
お
弁
当
を
届
け
て
い
く

た
め
の
事
業
推
進

◦�

利
用
者
へ
の
見
守
り
、
安
否
確
認
の
徹
底

の
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連
携

◦�

衛
生
管
理
の
徹
底

◦�

身
近
な
相
談
支
援
・
相
談
窓
口
と
し
て
の

充
実

５　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
事
業
体
制
の
充
実

◦�

居
宅
介
護
支
援
事
業
（
介
護
予
防
）
の
実
施

◦�

訪
問
介
護
事
業
の
実
施　

◦�

訪
問
入
浴
介
護
事
業
の
実
施

◦�

通
所
介
護
事
業
の
実
施

◦�

身
近
な
相
談
支
援
・
相
談
窓
口
と
し
て
の
充

実
◦�

個
別
支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
の
活
動
展
開

◦�

介
護
職
員
処
遇
改
善
の
活
用
に
よ
る
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
と
介
護
人
材
の
確
保

◦�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣

及
び
連
携
協
力
（
介
護
支
援
専
門
員
１
名
）

Ⅰ　

法
人
運
営
部
門

Ⅱ　

地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門

Ⅲ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門

Ⅳ　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門

志布志市社会福祉協議会　事業計画
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輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティアセンター便り

のボランティア

例えば・・・
●楽器を演奏できるので地域の皆さんと一緒に歌いたい♬披露したい！
●俳句・川柳の良さを皆さんに伝えたい！
●得する豆知識を多くの人に伝えたい！　
　（人生講話、ことわざの意味、脳トレ）などなど・・・

あなたの特技を地域で活かしてみませんか！
〜  地域を知って、地域を支えあおう  〜

志布志　☎ 472-1800
有　明　☎ 474-0310
松　山　☎ 487-2001

詳しくはコチラまで！ みんなが笑顔になるために

　この他にもあなたの「できること」「得意なこと」を地域のサロン
の場で披露してみませんか？お問合せ先は下記をご覧ください。
社協職員がマッチング（調整）させていただきます (*^-^*)
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◦この紙面に関するお問い合わせはこちらまで！！
　・志布志市社会福祉協議会	 志布志本所	 ☎ 099-472-1800
　	 松　山支所	 ☎ 099-487-2001
　	 有　明支所	 ☎ 099-474-0310

　お寄せいただいた活動資金は赤十字活動を通じて地域に還元しています。
また、志布志市だけでなく国内外問わず様々なところでも使われています。
※�義援金は活動資金に含まれておりません。（被災地へ全額をお届けして
います。）
　現在受付中の義援金につきましては８ページに掲載しています。

非常食炊き出し訓練

救援物資

地域高齢者生活支援事業

義援金受付

　活動資金のご協力は令和２年度中、日赤志布志市地区（志布志市社会福祉協議会本所・各支所）に
て受け付けております。義援金も受け付けておりますので、引き続き皆様のあたたかいご支援をお願い
します。

（一部抜粋）

あなたのやさしさを赤十字に

日本赤十字社の活動内容 志布志市地区の活動の様子

災害救護
活動

青少年赤十字
活動

救急法等
講習会

国際救援
活動

赤十字奉仕団
活動

看護師
養成

　志布志市社会福祉協議会では、『誰でも安心して暮らせる福祉のまちづくり』を目指しております。皆様一人ひ
とりが会費納入の御協力により社会福祉協議会の構成員となり地域の福祉を支えております。また、会費の一部
で下記の社会福祉事業等を推進しております。まさに皆様が市内の福祉向上の一役を担っております。どうぞ趣
旨を御理解いただきまして、令和２年度志布志市社会福祉協議会会費の納入に御協力をお願いいたします。

令和２年度
社協会費お願い額

一般会員…1 世帯　200円　　団体会員…1 口　3,000円
賛助会員…1 口　1,000円　　特別会員…1 口　5,000円

　地域の方々が協力し合って見守り活動を行い、高齢
者や一人暮らし世帯及び障がい者の方々が安心して暮
らせることを目的とした地域活動ネットワーク活動の推
進、広報活動などを行っています。

　ボランティア団体の活動支援、掘り起し、広報等を
行い、青少年の福祉に対する関心を高める為にボラン
ティア協力校指定、福祉作文コンクール、福祉体験学習、
また、サロン（集い）交流の活動支援などを行っています。

　火災等により罹災された方に見舞金を支給する事業
を行っています。また、日本赤十字社より救援物資、
共同募金より見舞金支給も実施しています。

　人間関係、財産問題、結婚、離婚、事故等など相
談者の立場になって相談員が解決の糸口へと導きます。
また、専門機関への紹介などを行っています。

※事業の一部を掲載しております。

福祉のまちづくり事業 ボランティアセンター事業

災害援護事業心配ごと相談所設置事業

志布志市社会福祉協議会会費のお願い
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市
民
の
皆
様
や
学
校
及
び
企
業
・
事
業
所
等
よ

り
、
多
く
の
ご
寄
附
と
し
て
預
か
っ
て
お
り
ま
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
令
和
2
年
４
月
よ

り
、
窓
口
で
の
預
か
り
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
ま
で
預
か
っ
て
お
り
ま
し
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
社
会
福
祉
法
人
愛
生
会
（
大
崎

町
）
の
就
労
支
援
事
業
所
へ
と
お
渡
し
し
て
お
り

ま
し
た
。
就
労
支
援
事
業
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
を
白
い
物
か
色
物
か
に
選
別
し
、
専

用
機
械
に
て
粉
砕
し
、専
門
業
者
が
回
収
し
ま
す
。

　
そ
の
収
益
が
、
作
業
を
さ
れ
た
利
用
者
様
の
工

賃
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
の
方
々
は
、
一
人
一
人
が
集
中
し
て
真
剣
な
眼
差
し
で

選
別
作
業
や
粉
砕
作
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
が
出
来
る
の
は
県
内
で
も
、
数
件
し
か
な
く
、
県
内
外
か
ら
も
依
頼

は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
、
提
供
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
に
よ
り
、
作
業
さ
れ
る
利
用
者

の
方
々
が
、
毎
日
笑
顔
で
生
活
を
送
れ
て

い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
多
く
の
提
供
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
扱
い
は
、
今
ま
で
通
り
本

所
各
支
所
窓
口
で
の
受
取
り
は
致
し
ま
す

が
、
ご
寄
附
と
し
て
の
広
報
紙
掲
載
は
致

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
心
配
ご
と
相
談
は
、

各
町
毎
月
2
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

市
内
全
体
で
、
35
名
の
方
が
各
窓
口
で

相
談
さ
れ
、44
件
の
相
談
件
数
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、「
家
族
」、「
健
康
・

保
健
衛
生
・
医
療
」「
財
産
・
相
続
」

に
つ
い
て
の
相
談
が
多
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、「
住
宅
・
土
地
」

や
「
近
隣
・
隣
人
問
題
」、「
財
産
・
相

続
」、「
結
婚
・
離
婚
」
が
多
く
、
平
成

29
年
度
は
、「
近
隣
・
隣
人
問
題
」、「
財

産
・
相
続
」、「
家
族
」
の
順
で
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　

過
去
3
年
間
の
相
談
内
容
の
傾
向

は
、「
財
産
・
相
続
」、「
家
族
」「
近
隣
・

隣
人
問
題
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
皆
様

が
日
常
生
活
の
中
で
心
配
さ
れ
て
い
る

現
状
で
す
。

　

令
和
２
年
度
も
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
相
談
者
の
思
い
を
十
分
に
聴
き
、

適
切
な
専
門
機
関
等
を
紹
介
し
、
相
談

者
の
心
配
ご
と
の
解
決
へ
と
導
け
る
よ

う
、
今
後
も
心
配
ご
と
相
談
員
を
核
に

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
の
で
、
相

談
所
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
お
電
話
で

の
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
取
り
扱
いに
つ
いて

心
配
ご
と
相
談
事
業
の
相
談
に
つ
い
て

心配ごとがありましたら…
〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

志布志地区（市健康ふれあいプラザ）� 472-1800
松山地区（市老人福祉センター）� 487-2001
有明地区（市シルバーワークプラザ）� 474-0310

相談時間
9：00〜12：00

※日程は都合により変更になる場合があります。上記までお気軽にお問い合わせください。
※土曜日、日曜日の場合は、翌月曜日になります。

志布志 毎月 第４ 水曜日
松　山 毎月 第３ 火曜日
有　明 毎月 　５日

相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、お越しください。なお、相談料はいただきません。
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『地域の困りごとを地域の皆さんで！』
　「私たちの地域は買い物に困っている人が多いわね」支え合いマップづくりで
地域の困りごとが見えてきました。これを機に地域の皆さんが地域のためにでき
ることを考え、地区活動として直接スーパー（生協コープ）に移動販売をお願い
し、活動しています。
　「何年後かは私たちも困るだろうから！」「今できることを、今。私たちでやろ
う！」と意気込んでいる地域があります。

『社会資源の活用で困りごとの解消へ』

　社会福祉協議会が買い物について困りごとを把握し、地域の社会資源を調整しました。その
場で自分で見て買うことが出来るので、様々な困りごとが解消され、利用者の皆さんは大変喜
ばれているようです。移動スーパーとくし丸号については、地域の民生委員が困りごとを把握
して調整できたところもあります。より良い福祉のまちづくりのために、それぞれの立場でで
きることをつないでいきましょう。

⃝近くの店が閉まってから歩いていける距離にお店がなくなった
⃝家族に頼みたいけどいつも頼むのは申し訳ない
⃝重い荷物を持ち運ぶことが大変
⃝自分で見て買いたい！

その１

その２

お買い物支援

困りごと
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東
日
本
大
震
災
義
援
金

香
典
返
し
寄
附
金

物
　
品
　
寄
　
附

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お
礼

に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附

は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

東
町
団
地　
米
倉
マ
サ
子　

故
満

大
川
内　

福
留
伸
宏　

故
ス
ズ
ヱ

東
京
都　
竹
之
内
和
幸　

故
キ
サ

西
弓
場
ヶ
尾　
長
野
サ
チ
エ　

故
野
中
孝
行

昭
和
台　
左
近
充
ミ
チ
子　

故
忠
美

中　

宮　

本
村
英
夫　

故
テ
ル
子

稚
児
松　

松
元
澄
子　

故
福
永
甲
一

高　

浜　
堂
園
ユ
ウ
子　

故
一
成

大
久
保　

迫　

俊
秋　

故
一
男

大　

越　

福
留
フ
サ　

故
安
雄

下
田
屋
敷　

永
井
サ
ヱ　

故
實
治

沢
目
記　

鬼
塚
昭
子　

故
靖
也

大　

原　
波
見
さ
え
子　

故
サ
ダ
エ

鎌　

石　

鎌
石
修
一　

故
悟

上　

門　

河
野　

亮　

故
ミ
チ
子

下　

柳　
渡
辺
ト
シ
子　

故
澤
子

橋
之
口　

鋪
根
憲
一　

故
ノ
シ

大　

原　

岩
戸
富
子　

故
政
美

大　

原　
中
島
メ
リ
子　

故
直
幸

曲　

瀬　
曲
瀬
川
健
次　

故
イ
ツ
子

東
水
洗　

西
元
照
男　

故
喜
代
子

西
水
洗　

辻　

留
美　

故
貴
島
マ
サ
子

中
大
黒
二
丁
目　
﨑
元
む
つ
子　

故
喜
隆

上
宮
内　

福
元
勝
江　

故
林
ユ
リ

大　

越　

田
浦
康
焏　

故
良
子

天　

神　
大
山
由
紀
子　

故
村
上
サ
ヨ
子

押
切
東　

永
吉
光
晴　

故
鶴
子

高
下
谷　

宮
谷　

透　

故
ヨ
シ
ヱ

通　

山　

川
﨑
ミ
エ　

故
文
雄

押
切
東　
𠮷
松
タ
ツ
エ　

故
定

西
中
組　

田
中
弘
子　

故
吉
岡
ヨ
シ
子

伊
﨑
田
中
野　

土
元
冷
子　

故
正
治

野
神
鍋　

西
山
耕
二　

故
キ
サ
ノ

荷　

返　

西　

美
幸　

故
正
和

中　

須　

福
留
洋
子　

故
英
美

西　

下　

西
坂
客
寛　

故
洋
子

白　

坂　

白
坂
博
己　

故
ノ
ブ

上
中
村　

中
村
サ
エ　

故
敏
文

川　

中　

上
岡
幹
雄　

故
み
ど
り

西
馬
場
三
区　

渡
邊
弘
子　

故
幸
三

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の
方
々

よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
有
意
義

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
令
和
2
年
1
月
1
日
か
ら

令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

　

※�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、

令
和
2
年
4
月
17
日
ま
で
。

・
梅
木
芙
佐
子

杖
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
プ
ル
タ
ブ
、

洗
剤
、
靴
下
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ　

多
数

・
北
大
原
自
治
会

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

・
老
人
ク
ラ
ブ
若
鮎
会�

石
鹸　

多
数

・
加
治
木
亨�

本　

多
数

・
松
岡
紀
美
子�

ふ
と
ん
安
心
シ
ー
ツ

・
提
口
ケ
サ
子　

川
野
世
継
子

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ　

多
数

・
田
床
自
治
会

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
プ
ル
タ
ブ　

多
数

・
松
山
小
学
校

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
プ
ル
タ
ブ　

多
数

（
令
和
２
年
１
月
1
日
か
ら

令
和
２
年
３
月
31
日
受
付
分
）

・
竹
下
節
子

（
平
成
23
年
３
月
14
日
～

令
和
２
年
３
月
31
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
１
，
４
９
１
，
８
２
５
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

【
現
在
受
付
中
の
義
援
金
一
覧
】

◎	
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金

◎	
令
和
元
年
8
月
豪
雨
災
害
義
援
金

◎	
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援
金

◎	

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
義
援
金

◎	

平
成
29
年
7
月
5
日
か
ら
の
大
雨
災
害
義
援
金

◎	

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

◎	

東
日
本
大
震
災
義
援
金

※
受
付
期
間
や
振
込
口
座
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
赤
十
字
社
鹿
児

島
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

志
布
志
市
地
区
（
志
布
志
市
社
協
）

窓
口
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

出
身
地
：

  �

大
阪
生
ま
れ
の

輝
北
町
育
ち

趣
　
味
：

  �

音
楽
鑑
賞
・
ゴ
ル
フ

所
属
課
：

	

在
宅
介
護
課

	

訪
問
介
護
事
業
所

　
日
々
、
感
謝
し
な
が
ら
笑
顔
で
仕
事
に
取

り
組
み
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
身
地
：

  

東
串
良
町

趣
　
味
：

  

読
書

所
属
課
：

  

在
宅
介
護
課

　

訪
問
介
護
事
業
所

　

皆
様
が
、
地
域
で
楽
し
く
元
気
に
過

ご
せ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

田
沢 

つ
ぐ
み

安
楽 

さ
や
か

新
任
職
員
紹
介

出
身
地
：

  

志
布
志
町

趣
　
味
：

  

旅
行
、
買
い
物

所
属
課
：

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

４
月
か
ら
福
祉
課
地
域

福
祉
係
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
地

域
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

原
口
　
舞

（8）ささえあい2020.6 ■

松
山
地
区
受
付

有
明
地
区

志
布
志
地
区

松
山
地
区
受
付

松
山
地
区

志
布
志
地
区
受
付

捨
て
ら
れ
た

場
所
で
楽
し
く

咲
い
て
い
る

有
明
町
　
土
橋
　
純
孝

茶
摘
み
か
ご

気
張
れ
気
張
れ
と

ホ
ト
ト
ギ
ス

志
布
志
町
　
鞍
掛
　
五
雄

尋
ね
る
児

 

教
え
る
吾
れ
と

  

ほ
っ
こ
り
日

 

二
人
で
遊
ぶ

  

あ
や
と
り
た
の
し

有
明
町
　
萩
　
幸
子

年
賀
来
て

 

健
や
か
な
ら
む

  

面
影
に

 

じ
ん
と
身
に
沁
む

  

令
和
の
あ
か
り

志
布
志
町
　
山
元
　
ハ
ツ
ミ

厨
に
て

 

使
い
残
し
の

  

大
根
に

 

花
を
咲
か
せ
て

  

亡
妻
へ
謝
る

有
明
町
　
野
口
　
嵐

新
コ
ロ
ナ

 

何
時
迄
続
く

  

闇
の
世
だ

 

不
安
で
な
ら
ぬ

  

悪
魔
の
世
界

有
明
町
　
牛
原
　
ヒ
サ
子

　
「
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
を
も
っ
て
掲

載
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
投
稿
を
さ
れ

た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
掲
載
終

了
す
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
お
詫
び

　

さ
さ
え
あ
い
第
81
号
の
「
福
祉

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
」
の
山
元 

ハ

ツ
ミ
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
、
お
名

前
を
「
山
本 

ハ
ツ
ミ
」
と
掲
載
い

た
し
ま
し
た
が
「
山
元 

ハ
ツ
ミ
」

の
誤
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た

こ
と
を
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。


